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フリルに関する研究（第 1報）
フリルに適した各種素材と分量に関する一考察
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It’s Quantity fit for Frill -
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I はじめに
フリルの扱いは，被服構成上，素材及びデザインに対する分量を把握する場合， 経験に
よる感覚的な指導が主体とされていた。しかし最近は素材及び デザインの多様化にとも
ない，感覚面はもとより，科学的な研究の必要性を感じ， フリルの素材と分量，デザイン
との関係等の基礎的な実験を行い，技術と科学の両面から能率的，かつ，美的表現をもと
め，形状や素材の性状等を比較検討し，服飾の理論的な裏付けを目的に，この研究を行な
った。
E 方
?
1.試料
実験材料と して別珍，綿ブロード（各々綿100%） の綿2種類， ウ ノーレジ ョー ゼット，
ウールボイル（各々毛100%）の毛2種類，合繊プリント（ポリ エステル80%，麻20%),
コー ドクレープ （ポリエステル50%，アセテー卜50%）の計6種類を選び実験を行なった。
2. 測定方法
(1) 糸番手
試料のタテ，ヨコから約20cmの糸5本をほぐし，一定の荷重のもとに長さを測定し，そ
の重量と長さから次の様に算出した。 （毛糸はメー トル式番手，毛以外綿番手で表わす）
糸長（m)
A メートル式番手＝一一一一一一×n （単糸数〉
重量（g)
B 英国式番手＝メートル式番手× 0.591 
(2) 糸密度
試料のタテ，ヨコ 3カ所から1cm聞の糸数を計り，その平均値を 「本／2.5cmJの単位
に換算した。
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(3) 厚さ
厚さ測定機（ダイヤルゲージ式〉を用い試料の10ケ所について測定し平均した。
(4) 平面重
直示天ビンを用い試料 lQQl1Tl~のものについて 3枚の平均値から次の式により算出 しTこ。
平面重（ g /Cl7t) = 
(5) 剛軟度
重量（g)
100 
各試料から幅2.5cm，長さ15cmの試験片をタテ，ヨコ，バイヤスそれぞれ5枚について45°
カンチレバー法により測定し，平均値を表わした。
(6) ドレープ係数
試料の直径25cmとし hamburgerの測定法を用い次の式によりドレープ係数をもとめた。
（一一 1 AS：投影された面積 ｜ Ad：支持台の面積 ｜ 
（支持台の直径12.7 cm)) 
AS-Ad ドレー プ係数（%） = × 100 AD-Ad 
以上の様に各素材の性状を測定し表1・2に示した。
表1 試 料 の 性 状 (1) 
工予ご＼ 平面重 剛軟度
( c抗）
( g/C71!) 
ドレープ係数 ノーγ数
‘ー＿，・ ／ （¢） 
7]/j 珍 0.0 2 0 4.5 6 2.4 5 2.8 6 6 4.9 5 5 
綿 フ ロ ド 0.0 1 0 4.1 3 3.1 0 3.4 0 4 9.3 5 7 
合繊プリント 0.0 1 0 3.9 3 3.2 0 2.8 8 3 8.3 0 6 
コードクレープ 0.0 0 5 3.0 8 2.5 1 2. 7 5 2 6.8 1 6 
ワーノレジョーゼッ ト 0.0 2 2 2.7 8 2.3 8 2.3 1 3 0.5 2 7 
ウーノレボ？ イ ノレ 0.0 1 4 3.1 0 2.6 1 2.4 1 6 8.7 0 6 
表2 試 料 の 性 状 (2) 
7下工 糸番手 cs〕糸密度（勺 厚さ組 織 組 成（%） ( 111) タテ糸 ヨコ糸 ‘一＋
日リ 珍 よと添毛織 綿 100 64. 9 /2 41. 7 /1 70.0 72.5 0.85 
綿 フ ロ ド 平 織 綿 100 43. 1 /1 40. 5/1 97. 5 75.0 0.24 
合繊プリント f 織 ポ麻リエスナノレ 80 20 35. 0/1 30. 6/1 67. 5 62.5 0.27 
コー ドクレープ 平 織 ポリエステノレ 50 71. 4 /1 70. 2/1 95.0 67. 5 0.19 アセデー ト 50 
ウー ノレジョーゼッ ト 平 織 毛 100 2/61.7 2 /63. 6 92.5 67. 5 0.70 
ワ－ ｝レボイノレ 平 織 毛 100 1 /28. 9 1 /34. 7 55.0 50.0 0.33 
注 ：投影された面積は帰零式プラニ メーターによ D測定
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3. 試料の作り方
各試料から布目別，
計18枚を用い，図1の
ようにしるしを入れ
ギャザ一分を2倍に規
定し，長さ90cmを45cm
に縫いちぢめた。測定
方法は厚手の画用紙に
はり垂直に下げ，仕上
げ直後， 2週間後， 4
週間後の裾の形状を透
明なプラスティックをあで，中央より左右15cmずつ30cmを写しとった。 なお，室温は18℃
～23。C，湿度は46%～565ぢの条件下で測定した。
図1 実験試 料
90cm 
l 了日；~~~4－＝：~~三千マ寸手十三月三二三r，~－~三r－－三11.t cm 
印 ’ Io cm 
¥o. 5cmの三つ折り
??
? ?
?If'－ー ーー ーー
E 結果と考察
1. フリルの形状
図2は素材別のフリルの形状である。図2の1は別珍の形状であるが，各布目とも整っ
た形状を示している。綿ブ ロー ド（図2の2）及びウールジョーゼット（図2の5）も別
珍についで比較的揃っている。ウールボイル（図2の6）コードクレープ （図2の4)
は，ひだ山にバラツキがみられ不ぞろいな形状を示している。布目別にみると，図3のよ
うに， それぞれ形状に特徴がみられ， タテ地 （図3の1）は山の上下に幅の差がなく ，ョ
コ地 （図3の2）は上よりも下に幅の広がりがみられ，バイヤス地（図3の3）は，上よ
りも下が非常にせまい形状を示している。
(cm) 
図2 素 材別 の形 状
1 別 珍
一ー ←一一一一一一ー タ テ
一ー・ーーーーーーヨ コ
ーーー一一ー一一 バイヤス
a」／”、
"- .r・＂，＼
2 i、・べi /,~, 
。，.,2，九、
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(cm) 
2 綿ブロード
；ザノ
(cm) 
3 合繊プリ ント
一ー一一 一ー一一ー タ テ
ーー一一一一ヨ コ
一一ー 一一ー 一千 バイヤス
(cm) 4 コードクレ フー．
(cm) 
5 ウーJレジョーゼッ ト
一一一一一一一一一一一ータ テ
一一一ー一一 ヨ コ
一一 一一ーーー ハイヤス
(cm〕 6 ワー ノレオさイノレ タ テ
7 1 ー一一一一一ョ コ
／ 
、
I 
一一ー一一ー一一一一バイヤス
¥ 
: /-¥(iJ; 〆 、；〆＼，’、＼ ， ＼ r「 、／、 I 一、 L:1ト川、~、
旦－，.」~こ』
図3 布目別の形状
1 タテ地・裾の形状
Jl久fしヘ
2 ヨコ地・裾の形状
／＼ノゾ1
3 バイ ヤス地・裾の形状
SlAJcλ乙
2. フリルの山高と平均
図4は，フ リルの形状からフリノレの山の高さ
と山の数を測定したものである。素材別にみる
と，別珍は各布目 ともフ リルの山が低く数が多
い（図4の1），図4の2は綿ブロードである
が， 山数が少なく別珍に比較して山は高い，又
一部， タテ地に不ぞろいな個所がみられるが，
ヨコ ・バイヤス地は均等な高さを示している。
合繊プリントのタテ地は山が高く差がみられる
が，ヨコ・バイヤス地とも比較的そろった山高
である （図4の3）， コー ドクレー プにおいては，
各布目ともひだ山の数が少なく山の高さにも差
がみられる （図4の4）， 図4の5のウールジ
ョーゼットは ヨコ地， バイヤス地において，
やや山高であり， 山の数も少ない，図4の6の
ウールボイルは各布目とも山が高く差がみられ
た（図4の6）。以上特に別珍のバイヤス地と
ウ｝ルジョー ゼッ トのバイヤス地は，ひだ山の高
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正面の形状
正面の形状
正面の形状
図4 フリノレの山高と平均
l 別珍
一一一一一ー タ テ 地
ー ーヨ コ地
一ー 一一ー ーバイヤス地?
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7 リルの山数
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コードクレーフ．
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フリルの山数
さや数は，多少異なるが，全体的に均等な山高である。
タテ地はひだ数が少なく 又ひだ山も高く差がみられた。山数の最も多いのは別珍のパイ
ヤス地で，山数の少ないのは，コードクレープのタテ地とヨコ地である。以上の様に，同分
量のギャザーを入れても素材の性状，布目により，フリルの山の高さ及び数にかなり異な
った結果が表われている。特にヨコ地は殆どの素材の山が高く，数は少なかった。
経過日数による山高の減少
写真は経過日数によるフリルの変化を写したものである。それぞれの素材は，仕上げ直
後から 2週間後， 4週間後にかけて次第に減少している。図10の1～6は，仕上げ直後，
2週間後， 4週間後と経過日数によるひだ山の減少を素材別に比較したものである。図10
の1の別珍は，各布目とも 2週間後， 4週間後においては，目立った変化はみられなかっ
たが， 4週間後のバイヤス地にやや減少がみられた。図10の2の綿ブロードは，全体に減
少が大で，特にヨコ地が2週間後と 4週間後とも大きく減少している。これは素材中最も
減少の大きいものである。図10の3の合繊プリントは，ヨコ地，バイヤス地はあまり変化し
3. 
コードクレーフ。（図10の4）は各布
目とも変化が少なく特にバイヤス地は， 2・4週間とも減少が小であった。ウールジョー
ゼット（図10の5）のタテ地の減少が大であり 2週間後の減少が特に大きく，綿ブロード
のヨコ地の次に減少している。図10の6のウールボイルは各布目とも変化は少ないが，バ
イヤス地の4週間後にやや減少がみられた。
ていないがタテ地の4週間後にやや減少がみられた。
写真1の1 経過日数Kよるフリルの形状
別珍（綿 100労）
仁：：：~··~
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注：各写真は，上 タテ地，中ーヨコ地，下ーバイヤス地
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写真1の2 経過日数Kよるフリノレの形状
合繊プリント
（ポリエステル80%，麻20%)
守＇｛.・＇：♂1乙三月てtr.，＞.司~Li~玉三法：；·~；：込j{]
監訴訟：..：~~：r}i司
官：'rii］~；「Hi1J·＼：：·、三唱
~; ·J：］ 会‘， t ，ず4 ’：／J~翠宣む h司雪お「t~·;i 、3’智怠i
J期区議r~r~r:/t~
;r1淀川口？fiJ司
~1 )~ ，，ぺ．；ヌ三主主】
,. 
ー位以 f!)i1
仕上げ直後
2週間後
4週間後
注 ．各写真は，上ータテ地，中ーヨコ地， 下ーバイヤス地
コードクレープ
（ポリエステノレ50%，アセテー ト50係）
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写真1の3 経過日数Kよるフ リノレの形状
ウーノレジョーゼット（毛 100係） ウー ノレボイノレ （毛 100係）
fr:Tl f"Cf ~：~ －＿寸
仕上げ直後
2週間後
4週間後
注 ；各写真は上ータテ地，中ーヨコ地， 下ーバイヤス地
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表3の1 ひだ山の平均と減少率
議 問 1 2 3 4 5 6 7 8 9 山の平均 減少率伺
2.~ 抗 3.f z.f z.f z.?f 1.<f z.i 担 3.伊 cm 2.5f 1 
2 2.2 3.2 2.4 2.6 2.8 l. 5 2.4 3.1 2.!;i 2 2.7 
?]IJ 3 2.2 3.5 2.2 2.2 2.6 1. 3 2.6 2.7 2.4 1 6.9 
1 3.8 3.4 2. 7 3.6 2.5 2.8 3.0 3.1 1 
モー→ 2 4.4 3.2 2.4 3.8 2.5 2.8 2.6 3.1 0.3 
3 4.2 3.0 2.0 3.6 2.3 2.6 2.5 2.8 9 7. 0 
珍 1 2.8 3 0 3.1 2.6 2.3 l. 3 2.4 2.5 2.7 2.5 2 
／ 2 2.8 2.7 3.1 2.4 2.7 0.4 2.4 2.4 2.4 2.3 6 6.3 
3 2.8 2.6 3.1 2.2 2.7 。2.6 2.4 2.6 2.3 3 7. 5 
1 2.1 3.5 3.8 1. 8 3.2 2.9 2.3 2.8 
2 2.4 2.5 3.8 1. 8 3.1 2.9 2.1 2.6 5 5.3 
綿 3 2.4 2.6 3.4 2.1 3.0 2.8 1.8 2.5 8 7. 8 
フ 1 3.8 4.1 3.3 2.8 3.1 3.4 3.8 3.4 7 
ロ ‘一.，惨 2 3.8 3.3 3.0 3.0 2.7 3.0 3.4 3.1 7 8.6 
3 3.5 3.0 2.5 2.8 2.3 3.1 2.4 2.8 1 9.3 
ド 1 3.4 2.9 4.1 3.5 3.3 3.5 3.4 5 
／ 2 2.7 2.6 3. 9 3.6 2.9 3. 7 3.2 3 6.3 
3 2.7 2.5 3.6 3.6 2.4 3.4 3.0 3 1 2.1 
1 4.1 4.6 1.4 4.2 3.0 1.4 3‘1 1 
2 3.5 5.1 0.6 4.2 3.0 0.6 2.8 3 9.0 
i口』
3 3.6 4.0 0.6 4.2 3.4 0.6 2. 7 3 1 2.2 
繊
1 3.1 3.0 2.2 1. 3 3.1 3.8 3.5 2.8 6 
フ
‘一-.3惨 2 2.8 3.0 2.6 0.4 3.4 3.3 3.4 2.7 0 5.5 
3 2.8 3.2 2.6 0.2 3.3 3.3 3.0 2.6 3 8.0 
ン
1 3.3 2.0 3. 7 3.6 3.2 3. 7 3.2 5 
ト
／ 2 3.2・ 1.2 3.3 3.5 3.2 4.2 3.1 0 4.6 
3 3.0 0.9 3.5 3.5 3.0 3.9 2.9 7 8.6 
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表3の2 ひだ山の平均と減少率
議課苦ま 1 2 3 4 5 6 7 8 9 山の平均 減少率愉
C刀1 C祝 C祝 cm cm C肌 C視 α礼 C祝 cm 
1 4.2 4.4 4.6 2.5 6.4 4.4 2 
コ 2 4.2 4.2 4.4 2.3 6.1 4.2 4 4.0 
3 4.0 4.2 4.3 2.8 5.8 4.2 2 4.5 
ト。 1 5.4 4.2 3.3 5.0 3.8 4.3 4 
ク ‘←ー－ 2 5.2 4.2 3.2 5.1 3.4 4.2 2 2.7 
1ノ 3 5.3 3. 9 3.5 4.9 3.5 4.1 6 4.1 
l 3.5 2.4 3.8 1. 3 4.1 3.3 3. 7 3.1 6 
プ ／ 2 3.5 2.4 3.7 1. 3 4.0 3.4 3.7 3.1 4 0.6 
3 3.5 2.6 3.7 1.5 3.8 3.3 3.3 3.1 3 o. 9 
1 2.7 3. 9 4.1 4.5 3.8 4.7 3.9 5 
ウ 2 1.1 3.3 3.8 4.2 3.4 4.1 
3.3 2 1 5. 9 
3 1. 3 3.8- 3. 7 4.0 3.0 3.8 3.2 7 1 7.2 
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図5 経過日数Kよるフリノレの山の減少
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N おわりに
以上， 6種類の試料をもとに， 素材別，布目別にフ リルの形状， 素材と分量の関係、，経
過日数によるひだ山の変化を比較検討した結果，次のことが明らかになった。
①フ リルの形状において，素材別にみると， 山の高さが均等で比較的そろった形状を示
すものは，5.llj珍，ウー ルジョーゼッ ト， 綿ブロード，合繊プリントの順で， 山の高さにバ
ラツキがあり，不ぞろいの形状を示すものは，コー ドクレープ，ウールボイルである。 布
目別では， タテ，ヨコ， バイヤス地にそれぞれ形状の特徴がみられ，このパターンのちが
いが縫製上の特徴となりフ リルに表現されると思われる。
②フ リルの山の高さとひだ数の関係は 山の低いもの程ひだ数が多く，高いもの程ひだ
数が少ない。 布目別では，比較的バイヤス地は山が低く ひだ数が多く，ヨコ地は山が高く
ぴだ数が少ない。素材と分量との関係では，その性状が大いに影響すると考えられたが，
今回は明確な数字的な解明にはいたらなかった。しかしヨコ地は，バイヤス及びタテ地に
比較して山が高く，はりがあるので分量は少なくてよいと思われる。
③経過日数によるフ リルの山の高さは，仕上げ直後から， 2週間後， 4週間後と測定毎
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に減少している。特に減少率の大きいものは， 綿ブロードのヨコ地，ウールジョー
ゼ ットのタテ地となっている。減少率の少ないものは コードクレープのバイヤス
地及びウールボイルのヨコ地でこの減少率が少ないものは 被服構成上形を保つためには
フリルに適した素材であると考えられる。
フリルは，素材及びデザイ ン， 体型，ディテールによって変化するもので，今回は，幅
と分量を規定したが，更に組織別，布幅と分量との関係などを研究し， 被服構成学上の資
料にしたいと思う。
なお，本研究は，日本家政学会，東北・北海道支部学会，第23回大会で発表ずみのもの
である。
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